
今月、小学校と6つの中学校に新しいタブレッ
ト端末が整備され、小牧市内のすべての小中学校
で新端末の活用が始まりました。これにより、す
べての児童生徒がより快適なICT環境で学習でき
るようになり、授業の効率化や学習意欲の向上が
期待されます。今後も、協働的な学びや個別最適
な学習の実現に向けた取り組みを進めていきます
ので、子どもたち一人ひとりの学びを丁寧に支え
られるよう、教育環境の充実に努めてまいります。
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ん ぶ ん ～１人１台タブレット整備から５年目を迎えて～

1人１台タブレットが新しくなりました

時代を切り拓くこども
〜ＩＣＴで伸ばすこどもの⼒〜

１ ．情報を収集する力
２ ．情報を取捨選択し、読み解く力
３ ．論理的・創造的に思考する力
４ ．課題を発見・解決し、新たな価値を創造する力
５ ．よりよい社会や人生のあり方について考え、

学んだことを生かそうとする力

小牧市のＩＣＴ教育が目指す姿

小牧市内の小中学校１人１台タブレット端末が新しくなりました
端末は、今後5年間にわたって学習活動で継続的に使用する大切な道具です。充電用コードを

含めて大切に使用をして下さい。

◎ 児童生徒の皆さんへ
このタブレットは、みなさんの学びを支える「自分専用の学習パートナー」です。長く使うた

めにも、以下のことを心がけてください。
・端末はていねいに扱いましょう。（落とさない・水に濡らさないなど）
・勉強以外の目的で使わないようにしましょう。
・充電や持ち運びのルールを守りましょう。

◎ 保護者の皆様へ
ご家庭でもタブレットを活用する機会が増えてまいります。

安全で効果的な利用のため、以下の点についてご協力をお願い
いたします。
・利用時間や場所を決め、学習目的での使用を促してください。
・インターネットの安全な使い方についてご家庭でも話し合ってください。
・端末の充電や保管場所の管理にご協力ください。
・万が一の故障や紛失時には、学校へ速やかにご連絡ください。

ICT機器は、使い方次第で学びの可能性を大きく広げる力を持っています。学校と家庭が連携
し、子どもたちが安心してICTを活用できる環境づくりを進めてまいりましょう。

小学校のドリルソフトがドリルパークに変わりました（令和８年１⽉より）
「新しい学びがスタート！ドリルパークで楽しくチャレンジ！」
今月から、小学校のドリルソフトが「eライブラリ」から「ドリルパーク」に変わりました。

ドリルパークはタブレットで使えて、自分にぴったりの問題が出てくる「AIドリル」が特徴で
す。苦手なところはやさしく、得意なところはもっとチャレンジできるようになっています。

その他の特徴
• ポイントやメダルがもらえます。がんばるとごほうびがあります。
• 手書きで答えられる。漢字や計算もタッチペンで書けます。

◎これからの学びは、自分で考えて、楽しく進める時代です。ドリル
ソフトを効果的に活用して、みんなの「できた！」をどんどん増やして
いきましょう。
※中学生は引き続き「e-ライブラリアドバンス」を利用することができます。



過去のICTしんぶんは小牧市ホームページに掲載しており、いつでもご覧いただけます。
（→右記の二次元コードからもアクセスしていただけます）

KOMAKI ICT しんぶんのバックナンバー

小牧市では、令和4年3月に策定した 「第2次小牧市学校教育ICT推進計画」 に基づき、市
内の小中学校数校をパイオニア校に指定し、ICT機器やソフトウェアを活用した教育活動の試
行・検証を進めています。
今年度は 小牧南小学校がパイオニア校として、「遠隔教育」に取り組んでいます。その中

で、インターネットを使って全国や海外の学校とつながり、リアルタイムで学び合う遠隔合同
授業について、これまでに次のような実践を行いました。

・北海道八雲町の小学校と「【社会】国土の気候の特色」において、それぞれの気候や地形
の特徴とくらし・文化について学びました。

・フィリピンの小学校と「【外国語】Let‘s see the world」において、互いの国の良さや魅力
を紹介し合いました。

・岐阜県海津市の小学校２校と「【社会】きょう土の伝統・文化と先人たち」において、木曽
三川分流工事と入鹿・木津用水での先人の働きや今の生活とのつながりについて互いに学
びました。

実際にその土地で暮らす人の話を聞くことで、教科書だけではわからないリアルな情報を知
ることができ、理解が深まりました。これからもICT機器を活用し、 さまざまな学校とつな
がる学びを広げていきます。

子どもたちの学びを世界へ広げるICT活用

みんなで考えよう「デジタル・マナー」
デジタルマナーとは、インターネットやタブレット、スマートフォンなどのデジタル機器

を使うときに守るべき「マナー」や「ルール」のことです。現実の世界と同じように、デジ
タルの世界でも人を思いやる気持ちや、正しい行動が求められます。

◎よくあるトラブルとその原因
・友達の写真を勝手にアップしてしまった。
・チャットで言いすぎてしまった。
・長時間使いすぎて、生活リズムが乱れた。

どうすれば守れる？５つのポイント
②時間を決めて使おう①人の気持ちを考えて使おう
④困ったときはすぐに大人に相談しよう③個人情報はむやみに出さない

⑤インターネットに書いてあることが全部正しいとは思わない

みんなでつくる、やさしいデジタル社会
ICTは便利だけど、使い方次第で人を傷つけることもある。だからこそ、みんなでマナー

を守って、楽しく使いましょう。


